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(論文審査の要旨)

アルコール使用障害(Alcoholusedis。rder:AUD)は治療後も再発率が高く、再発を予測する患者の要因は確立さ

れていない。AUDでは衝動制御障害、実行機能障害および意思決輝章害が報告されているが、これまで前方視的に行わ

れた研究は少ない。本研究では実行機静章害と脳領域の関係性と、醐)の予後予測について前方視的に明らかにするこ

とを目的とした。具体的には、AUD患者41名を対象として、情動顔g。/no-g。課題および言語流陽性課題中の脳血流活

樹ヒの指標である酸素化ヘモグロビン積分値を機能的近赤外分光法(functionalnear-infraredspectroscopy:fNIRS)

を用いて測定し、さらにn-back課題と不確実な状況下でのリスク選好課題により、実行機能と関連する脳領域につい

て解析を実施し、退院後6ヶ月の再発にっいて予測の検討を行った。断酒群に比べて再飲酒群では、情動顔go/n。-go

課題における右前頭側頭領域の活園ヒが有意に低下し、有意にリスク追及的であることが示された。また、断酒群での

み右前頭{販頁領域の活閨ヒと渇望尺度の間に負の相関が観察された。さらに、右前颯則頭領域の酸素化ヘモグロビン積

分値が減少するほど、またリスク追及傾向が強いほど、再発リスクが増加することが示された。本研究はAUDにおける

実行機能の障害と関連する脳領域を前方視的に評価した最初の研究である。今回の結果により、AUI)の神経基盤や病態

生理に基づく予後予測因子を解明する可能性が示唆された。

本論文は、アルコール使用障害における実行機能と脳領域の関連性を評価した研究であり、実行機能障害と右前頭側

頭領域の関連が示され、右前頭1則頭領域の機能低下とリスク追求性が再発の予測因子となることが示唆されたことを報

告したものであり、学位論文として価値あるものと認められた。
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